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熊
本
県
の
最
北
部
に
あ
る
南な
ん

関か
ん

町
。
平
家
物
語
に
も
記
述
が
あ
る

筑
後
・
肥
後
の
国
境「
大
津
山
の

関
」で
も
知
ら
れ
る
。
九
州
新
幹

線
や
九
州
自
動
車
道
が
通
り
、
荏

原
製
作
所
や
ア
イ
シ
ン
高
丘
な
ど

の
工
場
も
あ
る
が
、
町
の
面
積
の

５
割
は
森
林
で
、
の
ど
か
な
里
山

の
風
景
が
広
が
る
。

一
本
の
竹
が
14
万
円
に

　

こ
の
町
で
い
ま
、「
バ
ン
ブ
ー

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
」が
進
ん
で

い
る
。
町
内
に
豊
富
な
竹
を
伐
採

し
、
幹
材
は
、
建
築
用
ボ
ー
ド

「
ナ
ン
カ
ン
ボ
ー
ド
」
や
家
具
な

ど
に
も
使
え
る
竹
の
集
成
材

「B
am
W
ood

」に
、
表
皮
は
抗
菌

効
果
が
あ
る
パ
ウ
ダ
ー
と
し
て
商

品
化
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
竹
の
枝
葉
や
チ
ッ

プ
を
、
木
材
の
表
皮（
バ
ー
ク
）と

混
ぜ
て
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
焼
し
、
一

部
は
新
電
力
会
社（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
と

し
て
売
電
し
、
一
部
は
竹
ボ
ー
ド

や
竹
集
成
材
の
工
場
で
排
熱
と
し

て
利
用
す
る
。
排
熱
利
用
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
の
重
油
コ
ス
ト
を

半
減
で
き
る
見
込
み
だ
。

　

今
ま
で
の
竹
関
連
産
業
で
は
、

１
本
の
竹（
15
㍍
）が
生
み
出
す
価

値
は
５
４
０
０
円
程
度
だ
っ
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
原
料
と
し
て

燃
や
し
て
も
、
同
じ
15
㍍
の
竹
が

生
み
出
す
売
電
額
は
１
２
０
０
円

程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
南
関
町
の
取
り
組
み

は
、
こ
れ
を
表
皮
や
幹
材
、
先
端

部
と
す
べ
て
有
効
利
用
す
る
こ
と

で
１
本
の
竹
が
生
み
出
す
価
値
は

約
14
万
円
に
達
す
る
計
画
だ
と
い

う
。さ
ら
に
こ
れ
に
売
電
収
入
や
、

排
熱
利
用
の
付
加
価
値
も
生
ま
れ

る
。
い
わ
ば
竹
の「
カ
ス
ケ
ー
ド

（
多
段
的
）利
用
」だ
。

　

仕
掛
け
人
は
、
南
関
町
長
の
佐

藤
安
彦
、
丸
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス（
熊
本
県
玉
名
市
）社
長
の
山

田
浩
之
、
そ
し
て
竹
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
、
タ
ケ
ッ
ク
ス
・

ラ
ボ（
大
阪
府
吹
田
市
）社
長
の

岡
田
久く

幸み

の
３
人
だ
。

FEATURE STORY 1

ちかけんの三城賢士（左）
と池田親生
� （写真・柿元 望見）

ちかけんがプロデュース
した「竹あかり」

竹
の
イ
ノ
ベ

竹
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

町
長
の
佐
藤
は
、「
南
関
町
で

は
竹
林
が
増
え
過
ぎ
て
、
山
が
荒

れ
た
。
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

鳥
獣
被
害
も
深
刻
だ
。
山
の
再
生

を
し
た
い
と
前
か
ら
思
っ
て
い
た

が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

町
に
豊
富
な
竹
を
有
効
利
用
で

き
、
渡
り
に
船
だ
」と
期
待
す
る
。

　

丸
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

建
設
業
、
運
送
業
、
廃
棄
物
処
理

業
な
ど
を
幅
広
く
営
む
地
元
企
業

だ
。
建
設
業
は
公
共
事
業
の
減
少

で
先
細
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
し

い
事
業
開
発
を
目
指
す
。
山
田
は

新
会
社
バ
ン
ブ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
社
長
に
も
就
任
し
た
。

地
元
の
自
然
資
源
生
か
す

　

山
田
は「
２
０
１
２
年
秋
か
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
を
始
め

た
。地
元
の
竹
の
成
分
調
査
を
し
、

こ
れ
ら
か
ら
良
い
表
皮
が
取
れ
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
向
い
て
い
る
と
分

か
っ
た
。
地
域
循
環
型
で
、
地
元

の
自
然
資
源
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
に
し
た
い
」と
期
待
を
込
め
る
。

「
竹
」は
伝
統
的
に
日
本
人
の
暮
ら
し
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

だ
が
、
高
度
成
長
期
に
多
く
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
に
代
替
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
存
在
感
は
薄
れ
た
。「
放
置
竹
林
」の
増
加
で
、
里
山
の
生
態
系

も
乱
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
竹
は
日
本
に
と
っ
て
豊
富
な
資
源
で
も
あ
る

こ
と
は
変
わ
り
な
い
。
忘
れ
ら
れ
た
竹
に
再
び
付
加
価
値
を
見
出
す
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、
実
は
日
本
の
各
地
で
進
ん
で
い
る
。

�

（
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森  

摂
、
同
副
編
集
長
・
吉
田 

広
子
）

竹のイノベーション

地元の建設業者社長らと現場視察をする佐藤南関町長（左端）

「
厄
介
者
」を
価
値
に
変
え
る

エネルギーコスト
重油（50円/㍑）

排熱利用により
エネルギーコストが
２分の１に低減

バンブーフロンティア株式会社 バンブーエナジー株式会社

バンブーマテリアル株式会社

竹林所有者との協定　近隣自治体との広域連携協定

↑
2m幹材
↓

↑
2m幹材
↓

↑
2m幹材
↓

↑
2m幹材
↓

コジェネレーションの確立によるバイオマス
エネルギーの効率化・化石燃料の移入を削減

前線
基地

広域
連携

自社部隊に
よる伐採

バーク

枝葉
チップ

チップ

解繊材

表皮

新たな雇用新たな雇用
直接雇用直接雇用
10人10人

新たな雇用新たな雇用
直接雇用直接雇用
10人10人

幹材

未利用竹資源の利活用

エネルギー工場

効率効率
80％80％

熱の
有効利用

売電

灰利用

排熱利用

効率効率
20％20％

収益力向上

エネルギーコスト削減

ナンカンボード工場

BamWood工場

機能性製剤工場

新たな雇用新たな雇用
直接雇用直接雇用
８人８人

新たな雇用新たな雇用
直接雇用直接雇用
50人50人

バンブーフロンティア構想

新たな雇用
間接雇用
推定50人

原竹の買い取り
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